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2勉強会の検討項目について

➢ 本勉強会における検討項目のうちDECOMP法の検討項目について、次スライド以降で検討方針案などの整理を
行った。

検討項目
概要

大項目 中項目 小項目

①モデルの選択

DECOMP法

モデルの次数設定 次数の説明性

分析期間の確認 分析期間の説明性

outlier設定 outlierの説明性

非ガウス型モデル DECOMP法との比較

その他のモデル その他モデルの構築検討

②マクロ経済データとの整合性確認
マクロ経済面からのC成分の説明性
の確認

③必要予備率の考え方の整理
最大値・3σ値等どれを選択するのが
適切かを確認

④将来予測への活用検討
需要計画策定への
反映検討



3１．DECOMP法 モデルの次数設定について

＜次数の設定方法（案）＞

① それぞれの次数の特徴（需要想定で線形近似であればDECOMPの次数設定も合わせるなど）を確認のう
え、持続的需要変動の分析に整合する次数を選択する方法

② AIC最小のモデルを選択する方法

③ 持続的需要変動対応分として少なくとも必要な量を確保するという前提で、変動率が最小となる次数の組み
合わせを選択する方法

＜検討の進め方＞

➢ ①の考え方を整理したうえで、②、③についても分析を行い、分析結果の比較等も踏まえて次数を決定していくこ
とでどうか。

➢ いずれの案においても毎年次数を変更することは実務上、モデルの整合上合理的ではないため、採用する次数は
固定し、毎年の分析を行うこととしてはどうか。



4（参考）勉強会の検討項目 DECOMP法 モデルの次数設定について

出所）第65回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年9月22日)資料４
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf


5（参考）AIC基準

出所）第65回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年9月22日)資料４
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf

※多項式回帰モデルの場合

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf


6２．DECOMP法 分析期間について

＜分析期間の設定方法（案）＞

① 需要想定の考え方との整合を取り期間を定める方法

② 取りうるデータ全てを分析する方法

＜検討の進め方＞

➢ ②については期間が長いほどモデルが安定する一方で、需要の構造の変化を捉えきれなくなる可能性やoutlierの
設定数の制約等の課題があることから、①について検討を進めることでどうか

➢ ①について、需要想定において参照する需要実績は東日本大震災以降とされていることに合わせて、持続的需
要変動の分析期間についても、東日本大震災以降とする方針で、分析結果等を確認することでどうか。

➢ 併せて東日本大震災以前の期間についても別途分析のうえ、両者を比較することで需要構造の変化等を確認す
ることでどうか。



7（参考）勉強会の検討項目 DECOMP法 分析期間について

出所）第65回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年9月22日)資料４
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf


8３．DECOMP法 outlier設定について

＜outlierの設定方法（案）＞

① 需要想定において異常値として除外している点と整合させ異常値を設定する

② DECOMP法のoutlier検索機能で算出されるoutlierのパターンをAIC基準で判断しつつ、経済事象の説明性
を考慮し設定する

③ outlierを設定しない

＜検討の進め方＞

➢ outlierの設定有無の判断について、モデル上だけで機械的に判断することは難しく、実際の経済事象と照らし合
わせて判断することが必要となるか。

➢ そのため、まずは②でDECOMP法のoutlier検索機能で算出されたoutlierについて、①のとおり需要想定上の扱
いの確認や、異常値となった要因分析を実施したうえで、outlierとして設定するか判断する方向でどうか。

➢ 上記の方向で実際のデータを確認し分析を進めていくことでどうか。



9（参考）勉強会の検討項目 DECOMP法 outlier設定について

出所）第65回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年9月22日)資料４
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf


10

出所）第65回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年9月22日)資料４
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf

（参考）異常値処理（outlier）について

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf

